
団体名
団体web
サイトURL https://okane-kikin.org/

申請事業の分類① ①草の根活動支援事業

申請事業の分類② ①-1 全国ブロック

申請事業の分類③ -

領域① １）子ども及び若者の支援に係る活動 領域②

-

- -

領域③ 未記入 領域④

設立年月日
法人格取得年月日

団体概要

代表者名

代表者の役職

代表者名 2

代表者の役職 2

役員の人数

（その内）監事/監査役・会計参与の人数

置いている監事のうち公認会計士または税理士の人数

職員・従業員合計

常勤・有給・有期

常勤・有給・無期

常勤・無給(有期・無期)

非常勤・有給・有期

非常勤・有給・無期

非常勤・無給(有期・無期)

決済責任者、経理担当者、通帳管理者のうち、決済責任者と通帳管理者が異なること

1.必要な会計帳簿が備えられている

2.業務別に区分経理ができる体制である

年間決算の監査を行っているか

副題 未記入

2021年度通常公募_団体情報シート

公益財団法人お金をまわそう基金
申請事業名

申請受付番号 21202
主題 将来の貧困リスクが高い子どもへの金融教育支援

優先すべき社会の諸課題選択科目

分野③

分野②

分野④

分野①

-

未記入

-

 ② 日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援

2

●団体概要
①寄付のプラットフォーム運営
選考委員会による助成先団体の選考や、手数料等を引かず寄付額を全額助成先団体に渡す仕組みを通じて、支援者が安心して寄付を
行えるプラットフォームを運営

②助成先団体支援
助成先団体に対して、寄付受付期間におけるファンドレイズの計画づくりや法人運営のアドバイス、将来的な自立に向けての伴走支援を実
施。

③寄付文化を広げるための啓蒙活動
助成先の非営利団体を交えたセミナーや勉強会を開催。支援者以外からも参加を促し、非営利団体の活動の紹介と、寄付文化の裾野拡
大を目指す。

申請事業概要

将来の貧困リスクが高い子どもが、社会に出た際に前向きにお金と向き合い、自立して自分のライフプランを歩んでいけるようになる為に下記事業を実施。
①将来の貧困リスクが高い子どもが、基礎的なお金の知識や金融トラブルを回避する力、お金との適切な付き合い方等を身につけるための事業の支援
②将来の貧困リスクが高い子どもへ、お金の教育の導入を検討している団体への導入や継続的な実施体制構築のサポート
支援にあたっては、パーソナルファイナンスや金融教育の専門家と連携した上で、節約、貯蓄、トラブル回避に留まらず、お金を切り口に社会の仕組みを理解し、自らの行動が社会に肯定的な影響を与えうることを知り、自己肯定感
や社会への積極的な参画意識を育むことができる基礎プログラムを作成。団体ごとに状況や希望をヒアリングし、必要な支援を個別に確認。団体の状況に応じて、当財団の基礎プログラムの提供や独自プログラム作成サポート、団体
の人材育成や専門家の紹介等を行ない、助成期間終了後も児団体でお金の教育を継続できる体制構築を目指す。

団体組織情報

1
●設立・法人取得年月日

2015年1月6日
2015年1月6日

① 経済的困窮など、家庭内に課題を抱える子どもの支援 未記入

●代表者情報
澤上 篤人

代表理事

4

●役員

7人

1人

1人

3

-

5

●事務局職員

4人

以下、職員・従業員の内訳

1人

3人

0人

0人

0人

0人

はい

7

●区分経理・帳簿

はい

はい

- -

8
●監査

①監事で実施

6
●資金管理体制



1 前年度の助成件数 （件）

2 前年度の助成総額（円）

システム入力
誓約 チェックあり

業務1.1の確認 チェックあり

業務1.2の確認 チェックあり

業務2の確認 チェックあり

業務3 該当なし
業務3の確認 チェックあり

同意 チェックあり個人情報保護に関する基本方針の同意

誓約確認等
欠格事由に関する誓約
業務に関する確認

助成実績

19団体

未記入

3

助成事業の実績内容

2017年度より助成事業を開始。延べ41団体、5377万円の助成を行った。当財団の助成を通して、草の根レベルから自走をすることに成長した団体も誕生した。また、継続的に当財団を窓口として安定的に寄付を募り、
安定した規模で受益者の支援を行うことができるなど、助成先団体の体制にあわせた関係を構築している。

・寄付者数推移
2017年度：135人 2018年度：557人 2019年度：1393人 2020年度：1456人

・助成先団体数
2017年度：４団体 2018年度：７団体 2019年度：11団体 2020年度：19団体


